【主題】
読み手を意識して文章を書く力を高める文学教育のカリキュラムの実践
【副題】
SNS空間における情報発信を視野に入れたICTの利活用を軸に
【学校・団体名】福井県立鯖江高等学校　　　　　　　
【役職名・氏名】教諭　林　一晟　　　　　　　　　　
１　はじめに
　SNSを介して自身の考えや思いを発信することが生活の一部となった現在の高校生にとって、文章を書く力の向上は極めて切実な課題である。一方で、近年の学校現場における文章作成指導は高度化しており、例えば2024年には文部科学省初等中等教育局が教育活動に対する生成AIの利活用に向けたガイドラインを発表している。これらを踏まえると、現在のとりわけ国語科教育においては、ICTの利活用を踏まえながらも、生徒の表現や文章構成に対する感覚や技術を磨くことが重点的な課題となってくるといえるだろう。
　筆者が勤務する鯖江高校は、令和６年度よりDXハイスクールに指定され、ICT教育の推進が急務となっている。また、令和７年度の学校祭テーマが「SbeReal.～青春をシェアしよう！～」に決まる等(フランス発のSNS ”BeReal.”を踏まえている)、生徒にとってSNSは生活と切り離せない存在となっている。
２　研究の目的

こうした状況から、本研究では次のような研究課題を立て、１年間の文学教育を構想・実施した。
①ICTを利活用して文章を作成する学習実践の開発
②生徒の文章作成に対する意識や技能の向上

３　実践の概要
（１）生徒の実態
　本実践は本校１年生２クラス（各38名）を対象に実施した。授業に対しては積極的であるものの、文章を書くことに対しては苦手意識をもつ生徒が多い。実践以前に福井県と他県を比較する400字の文章を作成した際も、教師が提示したテンプレート（書き出しの文言と文章構成）を使用して、２時間かけて書き上げることができる状態であった。
（２）１年間のカリキュラム
　文学作品の読みは多様であり、多様であるからこそ、自分が何を根拠にどのように考えてその読みに至ったのかを説明することが求められる。他者が納得してくれるための表現や構成、論展開への意識づけを図るうえで、文学作品の読みを文章化する学習活動は有効であると考え、文学の読みを論証する１年間のカリキュラムを「言語文化」で実施することとした（表１）。
表１　１年間の文学教育のカリキュラム

	時期
	５～６月
	10～11月
	１～２月

	教材
	側転と三夏
	羅生門
	沖縄の手記から

	読み方
	経験に基づく読み
	構造に基づく読み
	文脈に基づく読み

	書き方
	型の使用
	表現の工夫
	構成の工夫


　教材と読み方は、生徒との距離を意識して配列した。学習の端緒は、生徒が教材の内容や人物の心情を自分事として捉えるために、自身の経験に基づいて武田綾乃「側転と三夏」を読む学習を行った。本教材は、女子高生の主人公が姉との人間関係やSNSでのやりとりを通じて抱いた葛藤や劣等感を克服していく物語であり、高校生にとって身近な内容となっている。続いて、文学作品の言語・構造の特徴を捉える力を養うために、生徒の経験から離れた作品の構造に基づいて芥川龍之介「羅生門」を読む学習を行った。本教材は、極限状態において盗人になることへの迷いを抱く下人が老婆との出会いを通して盗人になる勇気を獲得する物語であり、「にきび」等の象徴的表現によって悲劇的な構造を明快に描く点で、文学作品の構造を学ぶに相応しい教材となっている。最後は、作品の歴史文化的背景を踏まえて作品を読む力を高めるために、作品の奥にある戦争の文脈に基づいて田宮虎彦「沖縄の手記から」を読む学習を行った。本教材は、戦争に巻き込まれた犠牲者の凄惨な死や戦争を巡る倫理的な葛藤を迫られる軍医を描く作品であり、戦争の歴史や世界観をもとに分析する対象として適した教材となっている。
　文章の書き方は、生徒が基本的な書き方を学び、そこに創意工夫を凝らしていく、いわゆる「守破離」の構造を意識して配列した。まず、文章の基になる「型」に沿って書く活動を行うことで、基本的な書き方を学ぶ「守」の段階からはじめた。次に、前段階で学んだ「型」を参考にしながらも、文章表現に工夫を加える「破」の段階へと移った。そのうえで、最後は「型」から離れて自分なりに文章の構成を考え、オリジナルな文章を作成する「離」の段階へと進んだ。
（３）学習実践の単元構成
　それぞれの学習実践は共通して表２のように進めた。
表２　各実践の単元の学習活動
	段階
	学習活動

	導入
	・教師による読み方の説明

	読み
	・読み方を用いた読みをワークシートに記述する
・読みを小グループで共有する
・小グループの読みを全体に共有する

	書き
	・読みをもとに批評文を作成する
・批評文の審査会を行う

	省察
	・学習の振り返りを行う


　学習実践の導入では、学習する読み方の説明を行った。説明はスライドを用いて行い、読み方のポイントと学習目標、批評文の論題を提示した。
　読みの段階では、個人の読みをワークシートに書き、小グループの読みをロイロノートの付箋に書いて共有することで、個人と集団の読みを差異化した。また、ロイロノートを用いて公開性を持たせることで、他者の目を意識して書くことに対する意識づけを図った。
　書きの段階では、個人とグループ、全体に共有された読みを踏まえて、Google Documentを用いて論題に対する自身の読みを書くよう促した。どの実践においても共通して文章の構成例とフォーマットを提供し、書くことの支援を行った。続く審査会はSNS空間と同様に匿名性を保障するべく、完成した批評文はペンネームをつけてロイロノートに提出するよう促した。その後、各部門に分かれて最優秀作品１点、優秀作品２点を選出し、作品全体に対する評価や入賞作品の優れた点を作成する審査会を実施した。入賞作品及び生徒が作成した評はGoogle Sitesで作成したサイトに掲載し、公開性を意識した文章作成を心がけるよう工夫を施した。以上のように、書きの段階ではICTを利活用して公開性を持たせることで、他者の目を意識した文章作成に対する意識づけや技能の向上を図った。ここで改めて、これらの工夫を以下に整理する。
・ロイロノートを用いてグループの読みを共有することで、表現の工夫を意識づけさせる。
・批評文作成にGoogle Documentを用いることで、SNSにおける文章作成と同様の環境を整える。
・Google Sitesを用いて批評文や評を公開することで、公共性を意識した文章やコメントの作成を意識化させる。
　学習実践のまとめでは、Google Formsを用いて学習活動に対する振り返りを設定することで、自身の学習活動に対する省察を促した。
（４）学習実践におけるICTの活用
　ここでは、学習実践で行ったICTの活用について具体的に論じたい。
①ロイロノートを用いた文章作成と公開の工夫
　学習実践は教師が読みの課題を生徒に投げかけ、それに対して生徒が自身の考えをグループで共有してロイロノートに記述し、クラス全体に公開する形で進めた。提出された解答をクラス全員が閲覧できるように共有することで、他者を意識した文章作成を心がけるよう工夫した。また、「羅生門」実践では「羅生門」を被害の物語として捉えるのか、あるいは没落の物語として捉えるのかを考えさせながら進めるために、前者の読みを赤、後者の読みを青の付箋で送るよう促すことで、生徒にとってもわかりやすい授業展開となった。
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図１　「羅生門」実践で提示された付箋　
②Google Documentを用いた文章作成
　文章作成はすべてGoogle Documentを用いて進めた。「側転と三夏」実践では、文章の「型」を提示するうえでもGoogle Documentを用い、生徒が空欄を上書きして文章を作成しやすいよう工夫を凝らした（図２）。また、作成した批評文はPDFファイルにしてロイロノートに提出することで、生徒が閲覧しやすいようにした（図３）。加えて、審査会の際にもGoogle Documentを共同編集しながら評を作成することで、円滑な評の作成を支援した。
③Google Sitesを用いた審査会の結果の公開
　審査会の結果はGoogle Sitesを用いて作成したサイト（校内限定公開）を通して公開した（図４）。審査会の結果を公開することで、生徒は批評文の作成の参考
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図２　生徒に提示した文章の「型」
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図３　ロイロノートでの批評文の共有
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図４　審査会の結果を公開するサイト
にしたり、自分の批評文が優秀作品として公開されることに喜びを感じたりすることができたようだ。
４　学習実践を通した生徒の変化
（１）文章の書き方に対する意識の変化
１年間の学習実践を通して、文章の書き方に対する生徒の意識はどのように変化したのか。各実践の振り返りをもとに検討したい。各実践の振り返りの際に、書くことに関して「表現の工夫」「構成の工夫」の２点を５段階評価（５：とても意識した，４：意識した，３：どちらともいえない，２：あまり意識しなかった，１：意識しなかった）で継続的に振り返らせてきた。その変遷を表３にまとめる。なお、上部の数値が平均値を、下部の数値が標準偏差を表し、実践１は「側転と三夏」実践、実践２は「羅生門」実践、実践３は「沖縄の手記から」実践をそれぞれ指している。
表３　各実践における書くことに対する意識
	項目／実践
	実践１
	実践２
	実践３

	表現の工夫
	4.07
（0.76）
	4.17
（0.75）
	4.33
（0.73）

	構成の工夫
	3.72
（0.85）
	4.42
（0.66）
	4.49
（0.71）


　振り返り全体の結果に注目すると、表現と構成の工夫に対する意識は実践を経るごとに向上していることがわかる。批評文を繰り返し書く経験のなかで、読み手を意識した表現や構成の工夫に意識的になっていった生徒の姿がみてとれる。
続いて各項目の結果に焦点を当てたい。「表現の工夫」に対する意識は実践１の段階で高い値ではあるものの、特に実践２から３にかけて大きく上昇している。与えられた「型」から離れてオリジナルな文章を作成する「離」の段階で、生徒は自分なりの表現の方法を発見していったのである。対して「構成の工夫」に対する意識は、実践１から２にかけて大きく上昇している。与えられた「型」を参照しつつもそこに表現の工夫を加える「破」の段階で、生徒はむしろ表現にとどまらず構成の工夫を凝らしたことがわかる。他者にわかりやすく自らの考えを伝えるうえでは、単に与えられた構成に則るのではなくて、それを「破」り、アレンジすることの重要性を生徒は学んだのであろう。
総じて、生徒は１年間の学習実践を通して他者に考えを伝えるための表現・構成上の工夫を凝らすことに意識的になったことが指摘できる。そしてそれは、文章表現の工夫から構成の工夫へと展開していくであろうと想定した教師の意図を超えて、教師が設定した「守破離」の過程のなかで生徒自らが真剣に文章作成と向き合い、自ら考えることで得られた成果であった。
（２）批評文の作成に対する創意工夫の変化
　では、生徒は１年間を通してどのような工夫を凝らすようになっていったのか。この点を明らかにするべく、最後の実践を終えた生徒に対して、これまでの批評文を読みながら各実践で心がけたことを振り返ってもらった。なかでも３名の振り返りを代表して確認することで、生徒の創意工夫の変遷をみていきたい。
　まずは、（１）で確認した生徒の変遷を同じようにたどった生徒Aの振り返りである。
実践１「自分と重ねて読んだり自分の経験による読みを整理したりすることを心がけた。」
実践２「自分の読みが読む人に伝わるような文章構成にすることを心がけた。」
実践３「「当間キヨ」と「私」が戦争の被害者と加害者として描かれた理由を責任の観点から読み取り読む人に伝わりやすいような文にすることを心がけた。」
生徒Aは、読み手への伝わりやすさを意識して、文章構成の工夫（実践２）から文章表現の工夫（実践３）へと進むことができた。
　続いて、教師が当初想定していた表現から構成の工夫へと進んだ生徒Bの振り返りである。
実践１「自分の経験をもとに書くため、どのような経験を結び付けられるか考え、最初に提示したこととズレが生じないように心がけた。」
実践２「今までは仕上げることが第一目標だったため、その時から問いかけを用いてみたりして読者に自分の批評文により集中してもらえるように心がけた。」
実践３「似たようなことをどうしても重複してしまうため、しつこくないように気をつけたり、読者に持論をわかりやすく伝えられるように文章構成や表現の工夫を頑張った。」
生徒Bは、実践１では批評文を仕上げることに集中していたが、実践２では問いかけといった読み手を引きつけるための表現上の工夫を凝らすようになる。そして実践３では、表現の工夫に加えて文章構成の工夫を凝らすようになった。読み手の反応を想定しながら文章の創意工夫を凝らす力を身につけていく生徒Bの成長をうかがうことができる。
　最後に、読み手に対する意識を発展させていった生徒Cの振り返りである。
実践１「自分の経験や考えを元に文章を書かないといけなかったので、まずは相手に自分の思っていることをわかってもらえるように気をつけました。自分の思いだけになりすぎないように作品とうまく絡められるように心がけました。」
実践２「自分の考えがはっきりしていて、納得させたい相手も定まっていたのでとても書きやすかったです。相手は自分とまったく違った考えを持っているのだから自分の思いを丁寧に一つずつわかってもらえるように心がけました。」
実践３「自分の思いを相手に伝えられるように意識しました。書いてるうちに自由テーマになっていたので、より一層自分の考え方を相手にわかってもらえるように文章の書き方を意識してわかりやすくなるように心がけました。」
批評文の作成において、生徒Cは一貫して読み手の存在を意識している。しかし、実践１では漠然とした他者意識であったが、実践２では納得させたい相手を具体的に想定し、他者との考えの違いを踏まえながら文章を作成できている。そして実践３では、「自由テーマ」で批評文を書くという文章作成の状況をも考慮して文章作成に取り組むことができている。生徒Cは、具体的な他者や文章発信の状況を考慮しながら、文章を書く意識を形成していったのである。こうした意識は、これからのSNSにおける意見発信において極めて重要な意識であることはいうまでもない。
５　まとめ
　本研究では、SNS上の意思疎通が日常に深く浸透する高校生の文章表現に対する感覚や技術を磨くために、ICTの利活用を視野に入れた１年間にわたる文学教育のカリキュラムを実施した。ロイロノートやGoogle Sitesを文学の読みの発信・共有の場として利活用することで、生徒はクラスメイトという「他者」を文学の読みという自身の考えを発信する「受け手（読み手）」として認識するようになったようだ。生徒にとって、１年間を通して涵養された表現や他者に対する意識・技能が、誹謗中傷が社会問題となるSNS空間を安全に生き抜く術となることを願ってやまない。
６　参考文献
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